







































 第二節 東地中海における軍事関与の再編 
 （１）リビア政変の余波と西側同盟を巡る問題 
 （２）軍事関与の継続と地中海における長期的指針の模索 









 第二節 チェッカーズ会談と交渉の破綻 
 （１）ミントフ訪英とチェッカーズ会談 
 （２）継続協議の停滞と頓挫 




 第一節 イギリスの対外軍事関与を巡る論理の揺らぎ 
 （１）対外軍事関与における同盟の後景化 
 （２）第四次中東戦争と同盟の論理の限界 
 第二節 東地中海における国益と同盟の狭間 
 （１）ヨーロッパ域外における防衛負担の再考 
 （２）東地中海における段階的削減論への傾斜 










 第二節 キプロスからの撤収問題とその展開 
 （１）危機の発生と基地問題の顕在化 
 （２）全面撤退への傾斜と方針の策定 
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